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2011年10月7日,ノ ル ウェー にあ るノーベル賞委員会が2011年の平和賞
受賞者 を発表 した。今 回は,リ ベ リアのエ レ ン ・サ ー リー フ大統 領(Ellen
JohnsonSirleaf),リベ リアの平和運動家 である レイマ ・ボウイ女史(Leymah
Gbowee),および中東イエメ ンの反政府活動家 である タワックル ・カルマ ン
(TawakkolKarman)の3人女性が共同受賞 した。委員会は授賞の理由 とし
て,3人が国連安保理決議1325(2000)に規定する平和構築(peacebuilding)へ
の女性の参加 に貢献 したこ とを挙 げた。委員会が受賞者 を発表 した際の記者
会見 と質疑応答の動画(7分 間)は,ノ ーベル財 団のホームページで鑑賞できる
(http://www.nobelprize.org/nobel_prize/peace/laureates/2011/announce-
ment.html)o
今か ら約ll年 前 の2000年10月,国連安保理 は決議1325「女性,平 和,安
全」(Women,PeaceandSecurity)(S/RES/1325(2000))を採択 した。 同決
議 は,1948年12月に採択 された国連総会決議 「世界人権宣言」(総会決議217
A(III))と比べ る とはるかに知名度 は低 いが,そ の意義 は決 して小 さ くない。
安保理決議1325は,「安全保障理事会決議 として は じめて,戦 争が女性 に及
ぼす独特の,不 当 に大 きな影響 を具体的 に取 り上 げ,紛 争の解決 と予防,そ
して平和構築 和平仲介,平 和維持活動のあ らゆる段階への女性の貢献 を強
調 した」(国連広報 セ ンター,「背景資料 女性 と平和,安 全 に関す る安保理決
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議1325(2000)10周年 ～安全保 障決議1325:重要な転機～」,プレス リリー
ス10-084-J,2010年10月27日,http://unicorjp/unic/pressrelease/1875,2011
年12月10日 アクセス)も のであ った。
安保理決議1325が採択 された背景 には,冷 戦構造の崩壊 と民族紛争 の激化
があった。1989年ll月のベルリンの壁崩壊,1990年10月の ドイツ再統一,1991
年12月 の ソ連崩壊 と,1980年代の終わ りか ら1990年代にかけて,国 際社会
の構造 は劇的 に変化 した。冷戦の終結が軍事費の削減 を もた らし,貧 困対策
や環境保護が推進 され るので はないか とい う 「平和の配当」への期待 も膨 ら
んだ。 しか し,ア メ リカ とソ連が紛争 に介入す るおそれが な くなる と,各 地
で抑え られていた民族紛争がむ しろ再燃 した。 とくに,1991年か ら1995年ま
で続い た旧ユ ーゴス ラビアの ボスニ ア紛争で は,女 性 に対す る性暴力が民間
人 を恐怖 に陥れ る戦争の手段 として積極的 に用い られた。
この ような状況下,1993年12月20日に国連総会決議 「女性 に対する暴力
の撤廃 に関す る宣言」(DeclarationontheEliminationofViolenceagainst
Women)(A/RES/48/104(1993))がコンセ ンサスで採択 された(同 決議 を
掲載 した総会文書の 日付 は1994年2月23日)。古今東西,武 力紛争下の女性
は性暴力 にさ らされ るこ とが多か った。 同宣言 は,前 文第6段 落で女性 に対
す る暴力 を女性の人権の侵害 として強 く非難す る。そ して,第1項 で女性 に
対す る暴力 を定義 し,第2項 で暴力の具体的 な形態 を掲 げ,第3項 で女性の
守 られるべ き人権 を世界人権宣言,2つ の国際人権規約 な どを引用 しなが ら明
示 した。 だが,国 連総会の決議 に,国 際社会の大多数の意向 を示す とい う意
義や,国 際人権基準の ガイ ドラインを設定す る とい う意義 はあ って も,法 的
拘束力 はない。
国連の 中で唯一,加 盟 国に対 して法的拘束力のあ る決議 を採択で きる機関
は,安 全保障理事会であ る。 国際紛争が発生 した場合,国 連憲章第6章 に基
づ き,当 事 国は平和的解決(交 渉 斡旋,調 停,仲 裁,裁 判 など)を めざす。
が,平 和的 な方法で解決で きなか った場合,あ るい は,武 力 による侵略 な ど
で最初か ら平和的解決が不可能であ るこ とが明 白な場合,国 連憲章第7章 に
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よって,経 済制裁や外交関係の断絶(41条),武 力の行使(42条)が 用い ら
れ る。安保理決議1325は,第41条 あるいは第42条 に基 づ く強制措 置を国連
加盟 国に要請す る もので はないが,安 保理が女性 に対す る暴力 を正面か ら捉
えた事実 は重要であ った。
そ もそ も,1945年10月に効力発生 した国連憲章 は,第1条 第3項 で基本的
人権の尊重 を規定 し,そ の 中で性 による差別 は禁止 されてい る。 だが,女 性
の人権 は国連の重要事項ではなか った。経済社会理事会 の機能委員会 の1つ,
女性の地位委員会(CommissionontheStatusofWomen:CSW)にあらゆる
女性問題が送 られ たが,CSWは 政治 的に強力 なメ ッセージを発信する力 を与
え られてい なか った。
国連 の活動の 中で女性 の人権 が積極 的 に取 り上 げ られる よ うに なったの
は,1975年が国際女性年(lnternationalWomen'sYear)と指定 され,同 年 に
「国連女性 の10年 」(U.N.DecadeforWomen)が開始 して以 降である。 国連
憲章な ど条約上に規定 された 「法律上 の平等」(dejureequality)に満足せず,
「事実上の平等」(defactoequality)を実現するため,1975年に第1回 世界女
性会議(メ キシコ会議)が 開催 され た。1979年には,国 連女性差別撤廃条約
が 国連総会で採択 された。正式名称 は,「女性 に対す るあ らゆる形態の差別の
撤廃に関す る条約」(ConventionontheEliminationofAllFormsofDiscrimi-




1980年の第2回 世界女性会議(コ ペ ンハ ーゲ ン会議)の 会期 中,条 約 の署
名式が 開催 され,日 本 も署名 した。 日本政府団団長 は,日 本で初めての女性
大使 となった高橋展子駐デ ンマ ーク大使(当 時。故人)で あ る。高橋 は外務
省 出身で はな く,労 働省婦人少年局局長の経験者であ った。
1985年,第3回世界女性会議(ナ イロ ビ会議)が 開催 され,多 くの成果 と
ともに 「国連女性の10年 」が終了 した。同年5月,日 本の国会で男女雇用機
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会均等法が成立 したが,こ れによ り条約批准 に必要な国内法の制定が終 わ り,
日本政府 はナイロビ会議終了直前 に条約批准書 を国連事務局 に提 出す るこ と
がで きた。1995年の第4回 世界女性会議(北 京会議)で は,女 性の人権 か ら
さ らに発展 し,ジ ェ ンダー(社 会的 に作 られ た性)の 視点で人権問題 を見直
す 「ジェ ンダーの主流化」(gendermainstreaming)が主要な課題 となった。
また,女 性差別撤廃条約の 国内実施 をさ らに促進す るため,北 京宣言お よび
行動綱領が採択 され た。
1999年10月に,女 性差別撤廃条約 に付随 した選択議定書が 国連総会で採択
され,女 性の人権 に関す る個 人通報 と調査制度が整備 され た。個人通報制度
は,個 人が条約の監視機関であ る女性差別撤廃委員会 に対 して,一 定の要件
下,締 約 国による人権侵害 を直接 申立て るこ とを認め る ものであ る(選 択議
定書第2条 か ら第7条)。 委員会に よる調査 は,「深刻 かつ系統的な人権侵害」
が存在す る とい う信頼で きる情報が もた らされた場合(同 第8条),締 約 国の
同意があれ ば,女 性差別撤廃委員会が直接締約国の領域内で調査 を行 う(同
第8条 か ら第10条)。 選択議定書の採択 に よって,「女性 に対す る暴力」への
取 り組みが強化 され る と期待 され た。
2000年夏,ニ ュー ヨークの国連本部 で,第23回 国連特別総会 「女性2000
年会議:21世紀 に向けてのジェンダーの平等,開 発お よび平和」(略称 「女性
2000年会議」)が開催 された。 ここで は,北 京宣言お よび行動綱領 を実施す る
ためのイニシアテ ィブが採択 された。 この ように1975年 か ら始 まって25年
間にわた り女性の人権,お よびジェンダーの平等(genderequality)が取 り
上 げ られて きたこ とが,2000年10月の安保理決議1325につなが った といえ
る。
近年,安 保理決議1325を補 完するために3つ の安保理 決議 が採択 された。
第1に,2008年6月19日 採択の決議1820(S/RES/1820(2008))は,「女性
と平和 と安全」(WomenandPeaceandSecurity)と題 し,性 暴力が国際の平






は,戦 争の戦術 として性暴力 を使 うこ とを停止す る戦略 を適用す るよう規定
す る(同)。 第3に,2009年10月5日 に採択 された決議1889(2009)「女性
と平和 と安全」(WomenandPeaceandSecurity)は,決議1325の実施状況
を強化 し監視す るよう求める(同)。2010年12月16日には,3つ の安保理決
議,と くに決議1888をさらに強化 するため に,新 たな安保理決議1960(S/
RES/1960(2010))が採択 された。
この ほか,安 保理では毎年決議1325に関する討議 を行い,議 長声 明を発表
す るこ とで,女 性 に対す る暴力の撤廃 に関す る問題 を提起 し続 けて きた。最
近で は,2010年10月26日に 「女性 ・平和 ・安全」 に関する公 開討論 に基づ
き,安 保理議長声 明(S/PRST/2010/22)の中で,国 連の女性 およびジェンダ
ーに関する諸機関が統合 されて作 られたUNWomen,正 式名称TheUNEntity
forGenderEqualityandtheEmpowermentofWomenを設立 した2010年7
月21日 の国連総会 決議(A/RES/64/289)を歓迎す るとした(S/PRST/2010
/22,para.3)。2011年10月28日には,安 保理議長声明(S/PRST/2011/20)
の 中で,女 性差別撤廃条約及 び同選択議定書の義務 にすべての締約国が完全
に従 うよう促 し(S/PRST/2011/20,Para.3),「女性 ・平和 ・安全」に関す
る2011年9月29日 の 国連事務総長報告書(s/2011/598)を歓迎 した(ibid,,
para.5)。だが,こ れ ら文書 は,あ くまでの国連の他の機関の行動 を賞賛す
る もので,安 保理 自身が積極的 な行動 を とったわけで はない。それ ゆえ,ノ
ーベ ル賞委員会が2011年にアフリカの女性活動家3名 に平和賞 を授賞 したこ
とは,安 保理が 「女性 ・平和 ・安全」の討論 と声明発表 に終 わ らない よう,
平和賞の知名度 と注 目度 を存分 に利用 して,側 面か ら国連の活動 を支援 した
ともい える。
以上見 て きたように,安 保理決議1325(2000),国連総会決議 「女性 に対す
る暴力の撤廃 に関す る宣言」(1993),国連女性差別撤廃条約(1979)とその
選択議定書(1999)は,互い に密接 に結 びついてい る。本稿 は,国 連の女性
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お よ び ジ ェ ン ダ ー に 関 す る 活 動 の 略 年 表,国 連 憲 章 の 関 連 規 定,女 性 に 対 す
る 暴 力 の 撤 廃 に 関 す る 宣 言,安 保 理 決 議1325を 並 べ て 掲 載 す る こ と で,国 連
の 活 動 を 通 じて 女 性 の 人 権 お よ び ジ ェ ン ダ ー の 平 等 が 発 展 して き た 経 緯 を 示
す と 同 時 に,安 保 理 決 議1325の 趣 旨 の 普 及 を 目指 す も の で あ る 。 関 連 す る 条
約,関 連 諸 決 議 へ の ア ク セ ス は,国 連 教 育 科 学 文 化 機 関(UNESCO)の ホ ー
ム ペ ー ジ"UNSecurityCouncilResolution1325:WomenasActiveAgents
inPeaceandSecurity"が非 常 に優 れ て い る 。 女 性 に 関 す る 条 約 お よ び 国 連 総
会 決 議 に つ い て は,UNWomenの ホ ー ム ペ ー ジWomenWatchか らInterna-
tionalInstrumentsandTreatyBodies(http://www.un.org/womenwatch/di-
rectory/instruments_treaties_1003.htm)にもURLが ま と め て 掲 載 し て あ る 。
ま た,WomenWatchのPeacebuildingCommissionのペ ー ジ に は,「 女 性,平
和,安 全 保 障 」 に 関 す る 基 本 文 書 が 国 連 公 用 語6力 国 語 で 掲 載 さ れ て い る 。
具 体 的 に は,国 連 安 保 理 決 議1325(2000),関 連 す る 安 保 理 決 議1820





に つ い て,ア イ コ ン が 存 在 す る 。




(S/2010/173),2010年9月(S/2010/498)が掲 載 さ れ て い る 。 そ の ほ か,「 平
和 構 築 へ の 女 性 の 参 加 に 関 す る 事 務 総 長 報 告 」(ReportoftheSecretary-Gen-
era1:"Women'sparticipationinpeacebuilding"(S/2010/498)があ る 。
最 後 に,英 語 の 日本 語 訳 に つ い て2つ の 語 句 を 説 明 して お き た い 。 ま ず,




security"の語は本来 「安全保障」と訳すべ きである。 日本語の 「安全」は,
単純に 「安 らか危険がないこと… 物が損傷 したり,危害を受けるおそれ
がないこと」(『広辞苑』第6版,岩 波書店,2008年)という意味で用いられ,




員)は,論 文 「女性 と平和 ・安全保障をめ ぐって:国 連安全保障理事会決議
一三二五の意義 と課題」(財団法人世界人権問題研究センター 『研究紀要』第
16号(2011年3月))で,securityを「安全保障」と訳 した。しかしながら,
内閣府,外 務省を初め,各 種の文書で 「安全」の訳が既に定着 したことに鑑
み,本稿ではsecurityの訳語を 「安全」に統一する。次に,日本語では女性の
意味で,「女子」と 「婦人」(本来は 「大人の女性」の意)が,婦 人参政権 国
連婦人の地位委員会(外 務省),女子差別撤廃条約(公 定訳)な どと使われて




A/RES/国 連 総 会 決 議(UnitedNationsGeneralAssemblyResolution)
例A/RES/48/104国 連 総 会 第48会 期(1993年9月 か ら1994年8月
ま で)に お け る104番 目の 決 議
S/RES/国 連 安 保 理 決 議(UnitedNationsSecurityCouncilResolution)
例S/RES/1325(2000)2000年 に 採 択 さ れ た 安 保 理 決 議1325(通 算 で
1325番目 の 決 議)
S/PRST/国 連 安 保 理 議 長 声 明(UnitedNationsSecurityCouncilPresident
Statement)
Distr.General"DistributionGenera1"「配 布 先:一 般 」(配 布 先 が 国 連 加 盟
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国政府 な どに限 られ る場合 は,"Distr.Limited"となる)
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ないいかなる措置を使用すべ きかを決定することがで き,且つ,こ の措置を
適用するように国際連合加盟国に要請することがで きる。この措置は,経済















章に基 く権能及び責任に対 しては,いかなる影響 も及ぼす ものではない。
3.国連総会 決議 「女性 に対 する暴力 の撤廃 に関する宣言」(A/RES/48/104)
(1993)
(注1)http://www.un.org/Depts/dhl/resguide/r48.htmからアクセス可。
(注2)決 議本文 に付 されていた注 と番号 は,世 界人権宣言 の条項,人 権規




































































































































































































































4.国連 安 保 理 決 議1325S/RES/1325(2000)
(注)http://www.un.org/Docs/scres/2000/sc2000.htmから ア ク セ ス 可 。
SecurityCouncil
Distr.:General
310ctober2000
Resolution1325(2000)
AdoptedbytheSecurityCouncilatits4213thmeeting,on
310ctober2000
TheSecurityCouncil,
Recallingitsresolutions1261(1999)of25August1999,1265(1999)of17
September1999,1296(2000)of19April2000and1314(2000)ofllAugust2000,
aswellasrelevantstatementsofitsPresident,andrecallingalsothestate-
mentofitsPresidenttothepressontheoccasionoftheUnitedNationsDay
forWomen'sRightsandInternationalPeace(lnternationalWomen'sDay)of
8March2000(SC/6816),
RecallingalsothecommitmentsoftheBeijingDeclarationandPlatform
forAction(A/52/231)aswellasthosecontainedintheoutcomedocument
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ofthetwenty-thirdSpecialSessionoftheUnitedNationsGeneralAssembly
entitled≪Women2000:GenderEquality,DevelopmentandPeaceforthe
Twenty-FirstCentury≫(A/S-23/10/Rev.1),inparticularthoseconcerning
womenandarmedconflict,
BearinginmindthepurposesandprinciplesoftheCharteroftheUnited
NationsandtheprimaryresponsibilityoftheSecurityCouncilundertheChar-
terforthemaintenanceofinternationalpeaceandsecurity,
Expressingconcernthatcivilians,particularlywomenandchildren,ac-
countforthevastmajorityofthoseadverselyaffectedbyarmedconflict,in-
eludingasrefugeesandinternallydisplacedpersons,andincreasinglyaretar-
getedbycombatantsandarmedelements,andrecognizingtheconsequent
impactthishasondurablepeaceandreconciliation,
Reaffirmingtheimportantroleofwomeninthepreventionandresolu-
tionofconflictsandinpeace-building,andstressingtheimportanceoftheir
equalparticipationandfullinvolvementinalleffortsforthemaintenanceand
promotionofpeaceandsecurity,andtheneedtoincreasetheirroldindeci-
sion-makingwithregardtoconflictpreventionandresolution,
Reaffirmingalsotheneedtoimplementfullyinternationalhumanitarian
andhumanrightslawthatprotectstherightsofwomenandgirlsduringand
afterconflicts,
Emphasizingtheneedforallpartiestoensurethatmineclearanceand
mineawarenessprogrammestakeintoaccountthespecialneedsofwomen
andgirls,
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Recognizingtheurgentneedtomainstreamagenderperspectiveinto
peacekeepingoperations,andinthisregardnotingtheWindhoekDeclaration
andtheNamibiaPlanofActiononMainstreamingaGenderPerspectivein
MultidimensionalPeaceSupportOperations(S/2000/693),
Recognizingalsotheimportanceoftherecommendationcontainedinthe
statementofitsPresidenttothepressof8March2000forspecializedtraining
forallpeacekeepingpersonnelontheprotection,specialneedsandhuman
rightsofwomenandchildreninconflictsituations,
Recognizingthatanunderstandingoftheimpactofarmedconflicton
womenandgirls,effectiveinstitutionalarrangementstoguaranteetheirpro-
tectionandfullparticipationinthepeaceprocesscansignificantlycontribute
tothemaintenanceandpromotionofinternationalpeaceandsecurity,
Notingtheneedtoconsolidatedataontheimpactofarmedconflicton
womenandgirls,
1.UrgesMemberStatestoensureincreasedrepresentationofwomen
atalldecision-makinglevelsinnational,regionalandinternationalinstitutions
andmechanismsfortheprevention,management,andresolutionofconflict;
2.EncouragestheSecretary-Generaltoimplementhisstrategicplanof
action(A/49/587)callingforanincreaseintheparticipationofwomenatde-
cision-makinglevelsinconflictresolutionandpeaceprocesses;
3.UrgestheSecretary-Generaltoappointmorewomenasspecialrepre一
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sentativesandenvoystopursuegoodofficesonhisbehalf,andinthisregard
callsonMemberStatestoprovidecandidatestotheSecretary-General,for
inclusioninaregularlyupdatedcentralizedroster;
4.FurtherurgestheSecretary-Generaltoseektoexpandtheroleand
contributionofwomeninUnitedNationsfield-basedoperations,andespecially
amongmilitaryobservers,civilianpolice,humanrightsandhumanitarianper-
sonnel:
5.Expressesitswillingnesstoincorporateagenderperspectiveinto
peacekeepingoperations,andurgestheSecretary-Generaltoensurethat,
whereappropriate,fieldoperationsincludeagendercomponent;
6.RequeststheSecretary-GeneraltoprovidetoMemberStatestraining
guidelinesandmaterialsontheprotection,rightsandtheparticularneeds
ofwomen,aswellasontheimportanceofinvolvingwomeninallpeacekeep-
ingandpeacebuildingmeasures,invitesMemberStatestoincorporatethese
elementsaswellasHIV/AIDSawarenesstrainingintotheirnationaltraining
programmesformilitaryandcivilianpolicepersonnelinpreparationforde-
ployment,andfurtherrequeststheSecretary-Generaltoensurethatcivilian
personnelofpeacekeepingoperationsreceivesimilartraining;
7.UrgesMemberStatestoincreasetheirvoluntaryfinancial,technical
andlogisticalsupportforgender-sensitivetrainingefforts,includingthose
undertakenbyrelevantfundsandprogrammes,interalia,theUnitedNations
FundforWomenandUnitedNationsChildren'sFund,andbytheOfficeof
theUnitedNationsHighCommissionerforRefugeesandotherrelevantbod-
ies;
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8.Callsonallactorsinvolved,whennegotiatingandimplementingpeace
agreements,toadoptagenderperspective,including,interalias
(a)Thespecialneedsofwomenandgirlsduringrepatriationandresettle-
mentandforrehabilitation,reintegrationandpost-conflictreconstruction;
(b)Measuresthatsupportlocalwomen'speaceinitiativesandindigenous
processesforconflictresolution,andthatinvolvewomeninalloftheimple-
mentationmechanismsofthepeaceagreements;
(c)Measuresthatensuretheprotectionofandrespectforhumanrights
ofwomenandgirls,particularlyastheyrelatetotheconstitution,theelectoral
system,thepoliceandthejudiciary;
9.Callsuponallpartiestoarmedconflicttorespectfullyinternational
lawapplicabletotherightsandprotectionofwomenandgirls,especiallyas
civilians,inparticulartheobligationsapplicabletothemundertheGeneva
Conventionsof1949andtheAdditionalProtocolstheretoof1977,theRefugee
Conventionof1951andtheProtocoltheretoof1967,theConventiononthe
EliminationofAllFormsofDiscriminationagainstWomenof1979andthe
OptionalProtocoltheretoof1999andtheUnitedNationsConventiononthe
RightsoftheChildof1989andthetwoOptionalProtocolstheretoof25May
2000,andtobearinmindtherelevantprovisionsoftheRomeStatuteofthe
InternationalCriminalCourt;
10.Callsonallpartiestoarmedconflicttotakespecialmeasurestopro-
tectwomenandgirlsfromgender-basedviolence,particularlyrapeandother
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formsofsexualabuse,andallotherformsofviolenceinsituationsofarmed
con且ict;
11.EmphasizestheresponsibilityofallStatestoputanendtoimpunity
andtoprosecutethoseresponsibleforgenocide,crimesagainsthumanity,and
warcrimesincludingthoserelatingtosexualandotherviolenceagainst
womenandgirls,andinthisregardstressestheneedtoexcludethesecrimes,
wherefeasiblefromamnestyprovisions;
12.Callsuponallpartiestoarmedconflicttorespectthecivilianandhu-
manitariancharacterofrefugeecampsandsettlements,andtotakeintoac-
counttheparticularneedsofwomenandgirls,includingintheirdesign,and
recallsitsresolutions1208(1998)of19November1998and1296(2000)of19
April2000;
13.Encouragesallthoseinvolvedintheplanningfordisarmament,demo-
bilizationandreintegrationtoconsiderthedifferentneedsoffemaleandmale
ex-combatantsandtotakeintoaccounttheneedsoftheirdependants;
14.Reaffirmsitsreadiness,whenevermeasuresareadoptedunderArti-
cle410ftheCharteroftheUnitedNations,togiveconsiderationtotheirpo-
tentialimpactonthecivilianpopulation,bearinginmindthespecialneeds
ofwomenandgirls,inordertoconsiderappropriatehumanitarianexemptions;
15.ExpressesitswillingnesstoensurethatSecurityCouncilmissions
takeintoaccountgenderconsiderationsandtherightsofwomen,including
throughconsultationwithlocalandinternationalwomen'sgroups;
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16.InvitestheSecretary-Generaltocarryoutastudyontheimpactof
armedconflictonwomenandgirls,theroleofwomeninpeace‐buildingand
thegenderdimensionsofpeaceprocessesandconflictresolution,and血rther
inviteshimtosubmitareporttotheSecurityCouncilontheresultsofthis
studyandtomakethisavailabletoallMemberStatesoftheUnitedNations;
17.RequeststheSecretary-General,whereappropriate,toincludeinhis
reportingtotheSecurityCouncilprogressongendermainstreamingthrough-
outpeacekeepingmissionsandallotheraspectsrelatingtowomenandgirls;
18.Decidestoremainactivelyseizedofthematter.
以 上
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